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１．はじめに

• ZSプロジェクト

– 次世代学術コンテンツ基盤共同構築事業委託事業（領域２）「機関リポジト

リへの登録が学術文献流通に対して及ぼす効果についての定量的解析の
ための文献蓄積及びデータ整理」

– 科学研究費基盤研究（Ｃ）「機関リポジトリへの登録が学術文献流通に対し

て及ぼす効果についての定量的分析」

• ログ分析結果の概要をSPARC‐Japanセミナー

で報告

• 今日は思い切りミクロな話
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ログ分析とは？

• アクセスログ分析、
あるいはトランザク
ションログ分析

• ここでは佐藤義則
先生がCSI委託事業

報告交流会等で発
表された手法に基
づき行う

佐藤義則. 動向レビュー：機関リポジトリの利用統計のゆくえ. カレント
アウェアネス. 2008, (296), p.12‐16. 

http://current.ndl.go.jp/ca1666
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２．ZSプロジェクトにおける分析

• 対象はKURENAI, HUSCAP

• 期間はKURENAI 1.5年, HUSCAPは３か月

• フィルタリング結果
HUSCAP

（2008.5‐7）
KURENAI

（2007.3‐2008.8）

生のアクセスログ 3,800,814  16,216,116

HTTPステータスコードによる抽出 3,711,417 15,592,769

Google, Yahoo!, MSN, 百度のロ

ボットを排除
2,771,190 10,149,059検索ロボット等

のアクセスを
排除 その他の検索ロボット等を排除 2,463,002 7,939,328

PDFファイルに限定 134,973 582,061

重複アクセスの制御 123,801 486,042
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２．ZSプロジェクトにおける分析

• アクセスの多くはサーチエンジンから直接本
文へ

• ドメイン種別により利用文献の傾向が違う
– 国内のacドメイン

• 和文紀要新着タイトル

– 海外のac/eduドメイン

• 雑誌掲載論文

• 英文紀要（back issue含む）

• 詳しくはSPARC‐Japanのwebサイトへ
http://www.nii.ac.jp/sparc/event/2008/20081014.html
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３．参照元の詳細分析事例

• 検索語（HUSCAP, 海外からのアクセス上

位文献について）

• 質問応答サイトからの利用

• Twitterからの利用
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検索語（１）

MIYASHITA, Yayoi. Juliet’s Acquisition 
of Independence and Patriarchy in Romeo 
and Juliet. 北海道大学文学研究科紀要. 
2002, vol. 106, p. 35-48.

•HUSCAP掲載論文中海外からのアクセス
数２位（３カ月間のアクセス数：218件）

•日本の紀要がなぜ？
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検索語（２）

• ６割の人はGoogle検索の１ページ目から

件数 割合

全アクセス数 218 100.0%

サーチエンジンからPDF本文に直接アクセス 156 71.6%

うちGoogleからのアクセス 151 69.3%

検索画面の１ページ目から 131 60.1%

検索結果１位から 40 18.3%
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検索語（３）

平均検索語数 6.6

中央値 6.0 

最頻値 5.0 

標準偏差 3.2 

（世界状況はhttp://www.onestat.com/html/aboutus_pressbox27.htmlより）
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検索語（４）

• 特徴的な検索クエリ
– “juliets growth”

– “How does Juliet show 
her maturity and 
independence in this 
scene?”

• 書誌事項での検索は
ほとんどない

検索語 頻度
patriarchy 15
capulet 14
character 12
maturity 11
play 11
development 10
growth 9
lord 9
patriarchal 9
parents 7
paris 7
independence 6
potion 6
speech 6
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検索語（５）

• アクセスの多くは絞り込まれた主題検索の結果

– 適当に検索してみた・・・という感じではない

– 検索語は論文の主題に合致している

– 書誌事項からの検索でもない

• 機関リポジトリによって必要とする人に文献
が届いた？

• Googleによって日本の論文が世界中から読
まれている？（Google.co.ukでも検索上位
に！）
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ソーシャルサービスからの利用

•教えて! goo

•Twitter
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質問応答サイトからの利用（１）

• 教えて! goo
– 「教えて!gooは、Q（質問）とA(回答）をやり取りす

るコミュニティサイトです。」
（http://oshiete.goo.ne.jp/より）

キャプチャ画面
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質問応答サイトからの利用（２）

• 教えて! goo
– KURENAIにおいて、サーチエンジン以外でアクセ

スの多い参照元の一つ（特に日本から）

– どんな質問項目でリポジトリにリンクが？
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質問応答サイトからの利用（３）

• 質問例
– 「日本産の食料品が高い理由について」：１件

– 「氷について」：１件

–「彼女の親友が空想の人間でした」：
164件



質問応答サイトからの利用（４）

• 「彼女の親友が空想の人間でした」
– 親友についてよく話してくれていた恋人に、実は
その親友と言うのは心の中だけの存在だとうちあ
けられた人からの相談

– 「良回答」に選ばれた回答者が、紹介文献の一つ
に下のKURENAI掲載論文をあげる

– 山口智.青年期における「想像上の仲間」に関
する一考察 : 語りと体験様式から. 京都大学大
学院教育学研究科紀要. 2007, vol. 53, p. 111-
123.
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質問応答サイトからの利用（４）

• 「彼女の親友が空想の人間でした」
– 親友についてよく話してくれていた恋人に、実は
その親友と言うのは心の中だけの存在だと打ち
分けられた人からの相談

– 「良回答」に選ばれた回答者が、紹介文献の一つ
に下のKURENAI掲載論文をあげる

– 山口智.青年期における「想像上の仲間」に関
する一考察 : 語りと体験様式から. 京都大学大
学院教育学研究科紀要. vol. 53, p. 111-123.

リポジトリ掲載
論文が市民の
疑問の解決に
寄与している
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Twitterからの利用（１）

• Twitter（トゥイッター、ツイッター）は個々

のユーザーが「つぶやき」を投稿し合うこ
とでつながるコミュニケーション・サービ
ス。 ‐Wikipedia‐Twitter（ http://ja.wikipedia.org/wiki/Twitter ）より
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Twitterからの利用（２）
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Twitterからの利用（３）

• 2008.03・・・関孝和の和算について一部

で話題に
– あるユーザがKURENAI掲載論文を紹介

– 議論の参加者や後で見た人からのアクセス
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Twitterからの利用（４）
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ソーシャルサービスからの利用

• 他にブログやWikipedia等のアクセスも

多い
– 市民の問題解決や学術的興味を満たすためにリ
ポジトリの論文が使われている（ことを実際に見
ることが出来る）

• リポジトリ掲載論文はwebで薦めやすい

– 容易に見られる

– 誰でも見られる
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４．まとめ

• Webに公開したことで、従来想定しない

ような利用も含めて世界中／誰もが文
献を利用しうる／実際に利用している

⇒情報が「オープンになった」結果
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